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２．医療的ケア児等コーディネーターの配置状況

　　　　令和元年５月現在

研修受講あり（予定を含む）

平成30年度 3 3

19

市、就業・生活支援センター職員、地域アドバイザー

東三河福祉相談セ
ンター

東三河南部障害保健福
祉圏域会議

平成30年度
既存の東三河南部障害保健福祉圏域会
議を活用

東三河南部障害保健福祉圏域

障害者就業・生活支援センター、市町村、地域アドバイザー、県障害福祉課

新城設楽福祉相談
センター

東三河北部障害保健福
祉圏域会議

平成３０年度
既存の東三河北部障害保健福祉圏
域会議を活用（平成30年度は2回実
施）

東三河北部障害保健福祉圏域

豊田加茂福祉相談
センター

西三河北部障害保健福
祉圏域会議

平成30年度
既存の西三河北部障害保健福祉圏域会
議を活用

西三河北部障害保健福祉圏域

西三河福祉相談セ
ンター

西三河南部西障害保健
福祉圏域会議

平成30年度
西三河南部西障害保健福祉圏域会
議を活用

碧南市・刈谷市・安城市・知立市・高
浜市

西三河福祉相談セ
ンター

西三河南部東障害保健
福祉圏域会議

平成30年度
西三河南部東障害保健福祉圏域会
議を活用

岡崎市
幸田町

既存の海部障害保健福祉圏域会議を活
用

海部障害保健福祉圏域

知多福祉相談センター
知多障害保健福祉圏域
会議　子ども部会

平成30年度
既存の知多障害保健福祉圏域会議に
「子ども部会」を新規設置

知多障害保健福祉圏域

尾張福祉相談センター
尾張中部障害保健福祉
圏域会議

22

尾張福祉相談センター
尾張東部障害保健福祉
圏域会議

平成30年度
既存の尾張東部障害保健福祉圏域会議
を活用

尾張東部障害保健福祉圏域

平成30年度

18

既存の尾張中部障害保健福祉圏域会議
を活用

尾張中部障害保健福祉圏域

必要数
（１５名程
度） 市、公共職業安定所

32

尾張福祉相談センター
尾張西部障害保健福祉
圏域会議

平成30年度
既存の尾張西部障害保健福祉圏域会議
を活用

尾張西部障害保健福祉圏域

尾張福祉相談センター
尾張北部障害保健福祉
圏域会議

平成30年度
既存の尾張北部障害保健福祉圏域会議
を活用

尾張北部障害保健福祉圏域

海部福祉相談センター
海部障害保健福祉圏域
会議

平成30年度

構成員
（人数）

構成団体

市町及び地域アドバイザー

人数
内訳　人数

研修受講なし

18

27

38

市町村、就労・生活支援センター、公共職業安定所、地域アドバイザー

33

市町の障害児計画所管課。必要に応じて構成員の見直しを行う

26

28

医療的ケア児等コーディネータ養成研修等の受講の有無に関わらず、医療的ケア児等コーディネーターとしてその役割を担っている方の人数等を記載

市町村名
県機関名

配置年度
（予定も含
む）

医療的ケア児関連事業の実施状況調査

１．協議の場の設置状況（圏域単位）

県機関名 協議の場の名称 設置年度

設置機関（コーディネーターの所属）

市町及び地域アドバイザー

市町及び地域アドバイザー

市町及び地域アドバイザー

実施方法 対象地域

愛知県医療療育総合センター 0 愛知県医療療育総合センター
看護師・保育士
社会福祉士

職　種
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